
公正採用選考のためには、 一人ひとり の、 正し い理解・ 認識が重要です。

　 労働者の採用にあたっ ては、 本人の適性と 能力に基づく 公正な採用選考が

求めら れていると こ ろ ですが、 依然と し て、 採用選考過程において、 就職差

別につながるおそれのある不適正な事例が見受けら れています。

　 各事業主様におかれまし ては、 以下の点について一層のご理解を いただき

ますよう 、よろ し く お願いいたし ます。

　 こ のためには、 応募者の適正・ 能力に関係のない事項について、 応募用紙に記入さ せたり 、 面接で質問し たり する こ

と によ っ て把握し ないこ と が重要です。 ま た、 就職の機会均等を 図る など の観点から 、 本籍、 出生地に関する こ と や家

族の職業など、 本人に責任のない事項や、 人生観、 生活信条、 購読新聞など、 思想信条にかかわる こ と の収集は行わな

いよ う にし ま し ょ う 。

　「 応募用紙」 については、「 全国高等学校統一用紙」 や、「 厚生労働省履歴書様式例」 を 用いる こ と と し 、 適正・ 能力

に関係のない事項を記載さ せないよ う 留意し てく ださ い。

　 し かし ながら 、 依然と し て採用選考過程において就職差別につながる おそれのあ る 質問や身元調査、 採用後に提出 

する 社用紙の記載事項について、 不適正な事例が見受けら れていま す。

　 日本国憲法では、 全ての人に職業選択の自由を 保障し ており 、 雇用主にも 、 採用方針や採用基準、 採否の決定など

採用の自由が認めら れていま す。 し かし 、 採用の自由があ る から と いっ て、 不当な求人条件を 出し たり 、 採用選考と

何ら 関係のない事項を 質問し たり する など、 応募者の基本的人権を 侵し てま で採用の自由が認めら れている も のでは

あり ま せん。



応募用紙（ エン ト リ ーシート を含む）に､ 本籍の記入欄はあり ま せんか。

応募用紙（ エント リ ーシート を含む）に、 家族構成･家族の職業の記入欄はあ

り ま せんか。

応募者から 戸籍謄（ 抄）本･住民票の写し を提出さ せていま せんか。

応募者に現住所の略図を書かせていま せんか。

応募者から 、 一様に健康診断書を提出さ せていま せんか。

作文を行う 場合、「 私の生い立ち」や 「 私の家庭」 等の本人の家庭環境や本人

の思想･信条を確認する テーマと なっていま せんか。

応募者の適性・ 能力の判断にあたり 、適性検査の結果を絶対視し ていま せんか。

面接において、 本人が生ま れたと こ ろ や家族構成･家族の職業など を尋ねて

いま せんか。

面接において、 人生観･生活信条･尊敬する 人･愛読書など を尋ねる こ と はあ

り ま せんか。

家庭状況など の身辺調査を実施し ていま せんか。

内定者から 、 戸籍謄（ 抄）本など を一律に提出さ せていま せんか。

高卒予定者用の応募用紙は、 全国高等学校統一用紙のみと し ていま すか。

学科試験を 行う 場合、 職務遂行に必要な適性･能力を も っ ている かど う かを

判断する ための内容と し ていま すか。

適性検査を行う 場合、 専門的知識のある 人が実施する よ う にし ていま すか。

面接の実施に先だっ て、 職務遂行のために必要と なる 適性･能力を 評価する

観点から 、 あら かじ め質問項目や評価基準を決めていま すか。

面接は、 応募者の基本的人権を尊重する 姿勢、 応募者の潜在的な可能性を見

いだす姿勢で臨んでいま すか。

面接は、応募者に対し てでき る だけ客観的かつ公平な評価を行う よ う にし て

いま すか。

　 基本的な考え方について認識する と と も に、不適切な事項にチェ ッ ク が入った場合、

本人の適性や能力と 関係ない事項を把握する こ と になり 、 それが採否決定に影響を与

える 可能性も あり ま す。 必要な改善を行いま し ょ う 。

●基本的な考え方について

●不適切な事項について

法務省委託事業　（ R8 .6 ）

（ 問い合わせ先）

岐阜県商工労働部労働雇用課
〒5 0 0 -8 5 7 0 岐阜市薮田南 2 -1 -1

TEL: 0 5 8 -2 7 2 -8 4 0 2（ 直通）


